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　今年度も県内小中学校の児童・生
徒を対象に、共同募金をテーマにし
たポスターと書道の作品コンクール
が実施されました。
　市内小中学校からは、書道236点、
ポスター 178 点の応募があり、そ
のうちの１作品が、愛知県共同募金
会による銀賞を受賞しました。
　他の入選者につ
きましては、４ペー
ジに掲載していま
すので是非ご覧く
ださい。

岩倉中学校２年

髙
たか

嶋
しま

　彩
あや

紗
さ

 さん

銀賞

書道の部

第 73回赤い羽根協賛児童生徒作品コンクール
愛知県共同募金会優秀作品

岩倉
みんなのふくしみんなのふくし
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　地域包括支援センターは、高齢者のみなさんが安心して暮らす
ための相談窓口です。介護・福祉・健康・生活など、どのような
内容でも構いませんので、まずはこちらにご相談ください。相談
は無料です。地域包括支援センターで解決できない内容の場合は、
専門の窓口を紹介します。

★地域包括支援センターで一緒に働いていただける保健師または看護師を募集しています

相談先

◎岩倉中学校区にお住まいの方
岩倉市地域包括支援センター　0587-38-0303
岩倉市西市町無量寺２番地１　岩倉市ふれあいセンター２階

◎南部中学校区にお住まいの方
岩倉東部地域包括支援センター　0587-96-6553
岩倉市東新町南江向２４番地５　岩倉市地域交流センター「ポプラの家」内

職 種 保健師または看護師　※看護師の場合は、高齢者支援を含む地域ケアや地域保健等
に関する勤務経験が１年以上ある正看護師

雇用形態 正規職員

募集人数 １人

採 用 日 令和４年４月１日

勤 務 地 岩倉東部地域包括支援センター（岩倉市東新町南江向 24－５　「ポプラの家」内）

勤務内容 地域包括支援センターにおいて高齢者の生活全般や介護に関する相談業務。
また担当業務に付随する事務。

勤務時間 午前９時～午後５時４５分

給 料 月給 200,022 円～（地域手当を含む）　※別に諸手当、前歴加算あり

選考方法 令和 4年 1月 15日（土）に一次選考試験（作文、適性検査、面接）を行います。
一次試験合格者には、二次選考試験（面接）を後日行います。

応募方法

令和 4年 1月 7日（金）までに、本会指定の応募用紙を提出してください。応募用
紙は本会窓口で受け取っていただくか本会ホームページ
（http://www.iwakura-syakyo.jp/）からダウンロードできます。
〈提出先〉�社会福祉法人岩倉市社会福祉協議会�

岩倉市西市町無量寺２番地１　岩倉市ふれあいセンター２階　

※詳細は以下までお問い合わせください。
岩倉市社会福祉協議会事務局（岩倉市西市町無量寺２番地１　0587-37-3135）

こんにちは　地域包括支援センターです
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令
和
３
年
度

社
会
福
祉
協
議
会

�
会
員
加
入
の
お
礼

本
年
度
も
７
月
を
会
員
募
集
強
化
月
間

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

10
月
31
日
現
在
の
会
員
加
入
状
況
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
加
入
し
て
く
だ
さ
っ

た
市
民
・
事
業
主
の
皆
さ
ま
、
会
員
募
集

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
行
政
区
の
関

係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ
り
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
会
費
の
５
割
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
あ
わ
せ
た
福
祉

活
動
に
、
残
り
の
５
割
は
岩
倉
市
全
体
の

地
域
福
祉
推
進
の
た
め
に
活
用
し
ま
す
。

な
お
、
会
員
募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け

る
方
は
、
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
☎
３
７
－
３
１
３
５
）

令和３年度会員加入状況
（令和３年 10 月 31 日現在）

加入数 会費額
（円）

個人会員 6,090 3,042,670
法人会員 103 353,670
特別会員 17 21,000
合　　計 6,210 3,417,340

《法人会員》（敬称略、50 音順）

《特別会員》（敬称略、50 音順）

愛国機械㈱
愛知北農業協同組合
愛北電子㈱
㈱アイワ
㈲朝日義肢製作所
アピタプラス岩倉店
石黒工業所㈱
㈲石黒商事（東乃里）
石塚硝子㈱
石塚マシンテクノ㈱
伊藤水道工業㈱岩倉支店
㈲井上政
㈲岩栄自動車
岩倉市医師会
岩倉市金融協会
岩倉市商工会

（公）岩倉市シルバー人材センター
岩倉市薬剤師会
岩倉団地接骨院
岩倉ライオンズクラブ
岩倉ロータリークラブ
植手撚糸㈲
梅村自動車㈱
㈱エース電気
㈱ SI プラス
㈲エヌエムシー
オオサキメディカル㈱
㈲大野自動車
大橋印刷所
大山商事㈱
㈱小川ローラー工業所
尾張電器サービス㈱

（特非）尾張北部権利擁護支援センター
海味園
カウパック㈱

㈾鍛冶勝製作所
㈱カスガ
㈱カーベル
河村電機
㈲共栄倉庫
京屋
小岩井歯科
光洋ビル管理㈱
国納電気通信㈱
㈱小久保製作所
小島モータース
後藤自動車
小林技研
西市クレーン㈱
櫻井石油㈱
シオン㈱
システムテクニカ㈱
松月
信光陸運㈱
㈱新和汽缶
石硝運輸㈱岩倉営業所
セキセイ T&C
関戸工業㈱
㈱関戸商事
大興建設㈱
大宝工業㈱関西カンパニー名古屋営業所
ダイヤ工機㈱
田口住宅㈱
㈲ダグムス
千村どうぶつ病院
中京建設㈱
中日新聞堀本新聞店
中部電力パワーグリッド㈱
DCM カーマ 21 岩倉店
東海エンジニアリング㈱

トヨタカローラ名古屋㈱
中村電気工事㈱
内藤公認会計士事務所
日本エンバイロ㈱

（医）丹羽外科内科
㈱丹羽工務店
丹羽ベビー㈱
ニワホーム㈱
のざき内科・循環器科クリニック
㈲八信建設
はまじま歯科クリニック
㈱光コーポレーションファミリーオート
㈱福井鈑金工業所
㈱フジ環境サービス
ふた葉薬局
㈲プチ・アマンド
㈱平安閣フューネラル事業部
㈱干場
㈱松本工務店
㈱マルトク
マルヒデ商店
㈲三浦自動車
三島住宅㈱
ミヨシ油脂㈱名古屋工場
㈲ヤマニセキュリティ
㈲横井金属
㈲ライオン薬局
ラポールファーマ㈱
リコージャパン㈱
㈲ロイヤル
㈾吉美屋硝子店
㈱和広堂
綿常商店

（医）愛礼会　団欒の家いわくら
（社福）一期一会福祉会　岩倉一期一会荘
（社福）いわくら福祉会　みのりの里
㈱エル・シー・エス　デイサービス　ライフケア岩倉

（社福）尾張健友福祉会　小規模多機能ホーム・ちあき
㈱介護センターはなたば　サントピア岩倉
㈱ SI プラス クラインケアプランセンター
㈱サンケイ　グループホーム　チアフル　虹明かり・里明かり

（医）丹羽外科内科 中央グループホーム和

（医）丹羽外科内科 中央デイケアセンター A&N
イノベーションケアサポート（同）デイサービスセンター優悠の家

（一社）ハートプロジェクト
ハンドメイド㈱

（社福）尾北しらゆり福祉会
（社福）尾北しらゆり福祉会　さくら・ワーク
㈲みつば　森の音リハビリデイサービス

（医）羊蹄会
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岩
倉
市
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

と
き
に
、
復
興
支
援
を
目
的
と
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
拠
点
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
の
開
設
状
況
等

を
、
関
係
機
関
・
一
般
住
民
に
対
し
、
速

や
か
に
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
に
、
本

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ラ
ザ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
発
信
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。

岩
倉
市
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

支
援
本
部
っ
て
な
あ
に
？

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
最
新
の
情
報
を

�

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

PICK
UP

愛
知
県
共
同
募
金
会
主
催
の
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
に
、
小
中
学
生
の
皆
さ
ま
か
ら
多

数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

入
選
さ
れ
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
書
道
の
部

銀
賞

　

髙
嶋　

彩
紗		



（
岩
倉
中
２
年
）

佳
作

　

髙
嶋　

隼
斗		



（
岩
倉
北
小
５
年
）

　

近
藤　

美
来		



（
岩
倉
北
小
６
年
）

　

熊
崎　

煌
生		



（
五
条
川
小
３
年
）

　

丹
羽　

彩
乃		



（
曽
野
小
４
年
）

　

縄
田　

鈴　

	

　
（
岩
倉
中
１
年
）

　

髙
田　

樟
一
郎	

（
南
部
中
３
年
）

■
ポ
ス
タ
ー
の
部

佳
作

　

櫻
井　

あ
か
り	

（
岩
倉
南
小
３
年
）

　

宮
島　

花
音		



（
岩
倉
東
小
５
年
）

　

木
村　

優
花		



（
五
条
川
小
１
年
）

　

川
浦　

菜
々
美	

（
五
条
川
小
２
年
）

　

野
田　

萌
々
香	

（
五
条
川
小
５
年
）　

　

小
島　

悠
太
郎	

（
五
条
川
小
６
年
）

　

白
井　

桃
花		



（
曽
野
小
６
年
）

赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒

�

作
品
コ
ン
ク
ー
ル

第73回

災
害
が
発
生
し
て
か
ら
、
復
興
支
援
ま

で
の
流
れ
を
学
ぶ
講
座
を
岩
倉
市
と
岩
倉

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
開
催
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

●
日
　
　
時　

�

令
和
４
年
２
月
20
日
㈰�

�

午
前
10
時
～
正
午

●
場
　
　
所　

�

岩
倉
市
消
防
署�

�

２
階
大
会
議
室

●
講
座
内
容

　

・�

被
災
地
の
生
活
の
現
状
か
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
に
つ
い
て

　

・�

日
頃
の
備
え
と
し
て
の
地
域
の
つ
な

が
り
づ
く
り

　

※�

内
容
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�

講
座
」
を
開
催
し
ま
す
�

PICK
UP

※�サイト上部「ボランティアセンター」内から
アクセスできます。↓

（http://www.iwakura-syakyo.jp/?page_id=2335）

← �QRコードからも�
アクセスできます

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
新
し
く
「
岩
倉
市

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
本
部
」
の
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

●
講
　
　
師

　

・�

三
重
大
学
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構　

地
域
圏
防
災
・
減
災
研
究

セ
ン
タ
ー�

水
木　

千
春　

氏

　

・
岩
倉
市
協
働
安
全
課

　

・
岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

●
定
　
　
員　
30
人

●
募
集
期
限　
令
和
４
年
２
月
10
日
㈭

●
申
込
・
問
合
先

　

岩
倉
市
協
働
安
全
課

�

（
☎
３
８
︲
５
８
３
１
）

　

岩
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
☎
３
７
︲
３
１
３
５
）
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コーデ
ィネーターのコーナー

生活支援

　新型コロナウイルスの感染拡大により、地域活動やボランティア活動
について、活動再開の検討や運営方法について、悩みを感じているので
はないでしょうか。
　コロナ禍における、地域活動・ボランティア活動の考え方について、
紹介します。

　コロナ禍の地域活動について、「生活支援コーディネーター」までご相談ください。
【問合先】�岩倉市社会福祉協議会�

住　所：岩倉市西市町無量寺２番地１　岩倉市ふれあいセンター�
電　話：0587-37-3135　　FAX：0587-38-0039

コロナ禍におけるサロンや
地域活動の運営・再開等で

お悩みの際は、ご相談ください�

◦�自主的・主体的な活動であるため、担い手一人ひとりが無理をせず、今で
きることを考える。
◦活動方法について、感染拡大防止策や新たな内容を考える。
◦利用者等が安心して参加できるよう感染防止対策等の情報を伝える。

〈生活支援コーディネーターからのサポート〉
◦感染拡大防止策　◦新たな活動内容
◦利用者等への情報提供方法　　　　など

活動の考え方のポイント

情報提供や活動内容に
ついて一緒に
考えます！
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本
誌
101
号
（
9
月
1
日
発
行
）
に
お
い

て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、

岩
倉
市
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
様
子

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

岩
倉
市
で
は
70
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
4
人
の
主
任
児
童
委
員
が
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

で
は
、
必
要
定
数
は
ど
の
よ
う
に
決
ま

る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
が
示
し
た
定
数
基
準
に
よ
る
と
、
市

区
町
村
ご
と
の
人
口
・
面
積
・
地
理
的
条

件
・
世
帯
数
を
総
合
的
に
判
断
し
て
決
め

る
と
の
こ
と
で
す
。
岩
倉
市
の
場
合
人
口

約
5
万
人
に
対
し
て
配
置
基
準
が
定
め
ら

れ
、
さ
ら
に
、
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
て
必
要
人
数
を
定
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
北
部
34
人
南
部
36
人
、
合
計
70

人
が
推
薦
さ
れ
、日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の

重
要
な
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
ひ
と
り
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問
活
動
が
あ
り
ま

す
。日

本
は
近
年
、
人
口
に
対
し
て
高
齢
者

の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
岩
倉
市
も
例
外
で
は
な
く
高
齢
者
の

見
守
り
の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
定
期
的
に
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
方
は
、
6
月
17
日
現
在
、
岩

倉
市
全
体
で
677
名
あ
り
、
70
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
分
担
し
て
直
接
面
談
し

た
り
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
と
し
て
電
話
で

の
状
況
確
認
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
平

均
す
る
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
人
当

た
り
約
9.7
人
の
方
を
担
当
し
て
い
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
の
実
態
に

よ
り
一
人
で
24
人
担
当
し
て
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

次
に
大
切
な
活
動
と
し
て
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
二
人
一
組
と
な
っ
て
、

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
家
庭
を

訪
問
し
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
の

り
、
併
せ
て
出
産
祝
い
品
や
子
育
て
情
報

誌
を
届
け
る
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
活
動
が
あ
り

ま
す
。コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
観
点
に
よ
り
、

現
在
は
面
談
で
の
訪
問
を
取
り
や
め
、
電

話
で
情
報
確
認
し
、
祝
い
品
等
も
玄
関
先

や
ポ
ス
ト
等
に
お
届
け
す
る
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。
令
和
2
年
度
に
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
を
実
施
し
た
対
象
人
数
は
440
人
で
し

た
。
岩
倉
市
を
７
地
区
に
分
け
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
地
区
平
均
約
63
人
の

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
っ
た
こ
と
と
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
の
活
動
も
地
域
差
が
あ

り
、
91
人
の
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を
行
っ
た
地

区
が
あ
る
一
方
、
わ
ず
か
19
人
の
訪
問

だ
っ
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

以
上
の
活
動
は
す
べ
て
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
行
う
活
動
で
す
が
、
こ
の

他
、
地
区
に
よ
っ
て
様
々
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。　
　
　

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た

り
事
故
に
あ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
登
下

校
時
に
通
学
路
に
立
っ
て
見
守
り
や
あ
い

さ
つ
運
動
を
行
っ
て
い
る
地
区
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い

活
動
の
場
を
提
供
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
や
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
、
さ

わ
や
か
健
康
体
操
等
、
会
話
や
ゲ
ー
ム
、

体
操
な
ど
を
楽
し
ん
だ
り
岩
倉
市
社
会
福

祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

方
か
ら
生
活
に
役
立
つ
情
報
を
伺
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
昼
食
会
や
見
学
会
を
開
催

し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
野
菜
を
育
て
た
り

正
月
飾
り
を
作
っ
た
り
昔
の
遊
び
を
楽
し

ん
だ
り
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

一
年
後
、
令
和
4
年
12
月
1
日
に
3
年

に
一
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉

改
選
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
活
動
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
、
地
域
住
民
の

身
近
な
相
談
相
手
、
見
守
り
役
、
関
係
機

関
へ
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
活
動
し
て
い
る

様
子
の
一
端
を
紹
介
し
ま
し
た
。

地域の身近な見守り役として

岩倉市の民生委員・児童委員の様子について知ろう

民生委員・児童委員の

編集：岩倉市民生委員児童委員協議会広報委員会
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古い道具と昔の暮らし 縄ない

　岩倉市社会福祉協議会では、市内の各地域の実情に沿った住民主体の地域福祉活
動の推進のため、市内を７つの地域に区分した「支会」を組織し、福祉委員がさま
ざまな事業を行っています。このコーナーでは、
７回にわけて各支会の活動を紹介しています。

※支会は住民の皆さまが加入された社会福祉協議会の「会費」等で運営されています。

※活動内容は、一例です。※掲載の内容は、令和元年度に実施したときのものになります。

　五条川小学校３年生の授業の一環として、
古い時代から使われていた羽

は
釜
がま
、お櫃

ひつ
、盥

たらい

等生活道具の説明や、籾
もみ
の付いた稲の脱穀・

選別、精米用の瓶と棒を用いて稲から白米
になるまでの過程を体験します。

　五条川小学校３年生との恒例行事となっ
ています。材料の稲わらを地元の農家の方
に準備していただき、しめ縄の作り方は地
域のゆうわ会の皆さん、区長、民生委員・
児童委員が講師となり、子どもたちがオリ
ジナルの正月飾りを作ります。

～北支会の主な活動～

北支会編
第
7
回

【行政区】
八剱町区　　井上町区　　
神野町区　　石仏町区



「岩倉みんなのふくし」は、CDに録音しています。
ご希望の方は、岩倉市社会福祉協議会までご連絡ください。

（協力：岩倉市音訳の会　あめんぼ）

編集委員　�関戸　八郎　　真野美知子　　丹羽　裕 
横井嘉寿子　　伊藤　文

ボランティア養成講座

みんなのふくし　令和 3 年 12 月 1 日 8

令和３年８月１日～
令和３年10月31日

（敬称略）

ご寄附をいただき、ありがとうございました。
皆さまからの寄附は「誰もが安心して暮らすこと
ができる福祉のまちづくり」に活かせるよう大切
に活用させていただきます。

株式会社コモ� クロワッサン20個入り×96ケース

　岩倉市共同募金委員会では、毎年12月１日か
ら12月31日まで、赤い羽根共同募金の一環とし
て、歳末たすけあい募金運動を実施しています。
　出口の見えないコロナ禍においてこそ、地域
のつながりづくりを推進する募金活動が重要と
なります。
　皆さまのご自宅へ配付する
募金封筒、もしくはスーパー
マーケット、公共施設等に設
置する募金箱等で募金できま
すので、ご協力をお願いいた
します。

要約筆記入門講座
聴覚による情報の取得が困難な人のために、情報
を文字などで伝える要約筆記ボランティアを養成
する講座で、費用は無料です。

日　　時：　令和４年１月17日～２月28日
　　　　　　毎週月曜日　午前９時30分～正午

場　　所：　岩倉市ふれあいセンター

定　　員：　10人

費　　用：　無料

申込期限：　１月11日（火）

申 込 先：　岩倉市社会福祉協議会
　　　　　　☎37-3135　

　スマートフォン（スマホ）の普及がどんどん進
んでいます。使い方が分からない方を対象に、
ボランティアによる相談室を開催しています。
費用は無料ですので、スマホ、またはPCを持参
の上、お気軽にご相談ください。

対象者　�ひとり暮らし高齢者や要介護者を介護し
ている方、または高齢者世帯の方　　等

日　時　�毎月第１・３土曜日�
（�変更する場合がありますので、予約時
に必ず確認してください）

　　　　午後１時～３時　または
　　　　午後３時～５時
場　所　岩倉市ふれあいセンター
　　　　（岩倉市西市町無量寺2番地１）
相談員　HLCふれあい塾（磯田・丹羽）
申込先　岩倉市社会福祉協議会（☎37–3135）

スマホ・パソコン相談室

を開催中

歳末たすけあい募金

☆募金の使い道☆
〇高齢者の福祉推進事業
　◦ふれあい◦いきいきサロン事業　など
〇障害者の福祉推進事業
　◦�児童発達支援事業所に通所する児童に図書券を贈呈　
など

〇その他の事業
　◦�本紙「岩倉みんなのふくし」発行　など


